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「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
陰
様
で
第
52
号

が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の
糧

と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充
実

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

担
当
し
ま
し
た
。

水
谷　
　

弘（
市
老
連
常
任
理
事
）

力
石　

昌
幸（
市
老
連
理
事
）

幅　
　

文
男（
熱
田
区
）

青
野　

博
一（
中
川
区
）

酒
井　

金
二（
港　

区
）

　

今
回
、「
な
ご
や
か

ひ
ろ
ば
」
の
編
集
に
初

め
て
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
号
の
テ

ー
マ
は
、「
昭
和
の
日
・

昭
和
の
思
い
出
」。
私

を
含
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
多

く
は
激
動
の
昭
和
を
過
ご
し
て

こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
投
稿
に
目
を

通
し
な
が
ら
、
ふ
と
昭
和
の
頃

を
懐
か
し
く
思
い
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
全
員

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
Ｈ
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
！　

ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　詩人、童謡・民謡の作詞家として多くの名作を残した野口雨
情。北原白秋や西条八十とともに「童謡界の三大詩人」と謳わ
れた。明治 41 年、生まれて間もない長女を亡くした雨情は、
はかなく散った娘への切ない想いを込めて、この歌を作ったと
の解釈もある。

シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ん
だ

屋
根
ま
で
飛
ん
だ

屋
根
ま
で
飛
ん
で

こ
わ
れ
て
消
え
た

風　

風　

吹
く
な

シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ば
そ

シ
ャ
ボ
ン
玉
消
え
た

飛
ば
ず
に
消
え
た

生
ま
れ
て
す
ぐ
に

こ
わ
れ
て
消
え
た

風　

風　

吹
く
な

シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ば
そ

シ
ャ
ボ
ン
玉

作
曲
・
中
山　

晋
平

作
詞
・
野
口　

雨
情

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

★�

解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明

記
の
う
え
、市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
20
名
の
方
に
粗
品
を
贈
呈
し

ま
す
。
ま
た
、
5
組
10
名
の
方
に
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美

術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
尾
州
徳
川
の
花
相
撲
」
の
チ
ケ
ッ

ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
7
月
3
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★�

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
２
７
１
通
の
ハ
ガ
キ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
」
で
し
た
。

ヨコのカギタテのカギ

◎問題　タテとヨコのカギを解
いて、ＡＢＣＤＥＦＧＨに入る
ことばを見つけてください。

雷など、空中で電気の放電によってひらめく
火花
ニワトリの頭上にある赤色の突起
でんぷんなどの炭水化物を多く含み、主食と
している国もある食物
飛べない大型の鳥の代表格といえば
川などの両岸を往復して人や荷物を運ぶ船
＿＿を守るのは、交通安全の基本です
植物を刈るための農具の一種
古くから言い伝えられてきた、風刺や教訓を
含んだ簡潔な言葉
北島三郎の代表曲といえば
物事を直感的に感じ取る力。「今日は＿＿
がさえているね」
えとの一つ。日光東照宮の社殿を飾る彫刻
で有名
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学校などで教えを受ける者
なまけてだらしないこと
他人をいたわる心。「＿＿＿は人のためな
らず」
お正月によく食べるもの。嫉妬心を表す
「やき＿＿」という言葉も
ほんの少し
運動会では、＿＿入れに大ハッスルでした
楽しみを目的に、風景や史跡などを巡ること
家庭の様子をまねた子どもの遊び
主に中学や高校でスポーツや文化を学
ぶ、学科以外の活動を指す言葉の略
世間で言いふらされている確かでない話
思いを込めることで生じる力
網状の調理器具。大酒飲みのたとえにも
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